


私たちが日々生活していく上で必ず出てくるものが、「ごみ」です。

「ごみ」は私たちの日常生活を映す鏡といっても過言ではありません。

豊かで便利な生活を営み、ごみを出し続ければ、増えたごみは処理できずに行き場がな

くなってしまいます。

私たちひとりひとりが「ごみ」を減らす努力をしなければ、街はごみであふれてしまう

かもしれません。

また、捨てることで「ごみ」になるものも、使い方次第では「資源」として有効利用す

ることもできます。

みんなの貴重な「資源」を生かし、将来により良い環境を残していくためにも、ごみの

減量化とリサイクルに取り組みましょう。

ちなみに、「徳島県の一般廃棄物（平成17年度実態）」については県ホームページに掲載

されており、“トップページ－県民環境部－統計資料”でご覧いただけます。

も く じ

概要 ……………………………………………………………………1

ごみ処理の状況 ………………………………………………………2

し尿処理の状況 ………………………………………………………4

徳島県廃棄物処理計画（一般廃棄物）について …………………6

ごみ総排出量 …………………………………………………………9

総資源化量とリサイクル率 ………………………………………10

最終処分量 …………………………………………………………11

市町村別のごみ排出量 ……………………………………………12

市町村別資源化量・リサイクル率 ………………………………13

市町村別最終処分量・最終処分率 ………………………………14

用語説明 ……………………………………………………………15

市町村の廃棄物担当課窓口一覧 …………………………………16

環境首都とくしま憲章 ……………………………………………17

は じ め に



�

平成17年度における徳島県の一般廃棄物（ごみ及びし尿）の排出

及び処理状況等に関する状況について、市町村、廃棄物処理関係一

部事務組合等を対象として行われた一般廃棄物処理事業実態調査の

結果を取りまとめた。※印は、「用語説明（p15）」があります。

○前年度に比べて7,000t 減

�県内ごみ総排出量※ 303,206t （前年度 310,431t）

�県民1人 1日当たりの排出量※（総排出量／総人口） 1,014g （前年度 1,032g）

�平成16年度全国ごみ総排出量 5,059万t

�平成16年度国民1人 1日当たりの排出量（総排出量／総人口） 1,086g

○リサイクル率は増加傾向

�ごみの減量処理率 99.5％（前年度 98.8％）（全国Ｈ16年度 96.5％）

ごみの直接焼却率 76.5％（前年度 75.5％）（全国Ｈ16年度 77.5％）

資源化等の中間処理率 15.3％（前年度 15.9％）（全国Ｈ16年度 14.4％）

直接資源化率 7.7％（前年度 7.4％）（全国Ｈ16年度 4.6％）

�直接埋立率 0.5％（前年度 1.2％）（全国Ｈ16年度 3.5％）

�リサイクル率 18.9％（前年度 17.7％）（全国Ｈ16年度 17.6％）

�最終処分率 14.6％（前年度 17.1％）（全国Ｈ16年度 16.0％）

○最終処分場の残余容量（平成17年度末現在）

�残余容量 393,242杉

�廃棄物処理事業経費（組合分担金を除く。） 216億 3千 5百万円

○ごみ処理

�県民1人当たりのごみ処理事業経費 22,594（円 / 人・年）

�国民1人当たりのごみ処理事業経費 15,200（円 / 人・年）（H16年度）

○し尿処理

�県民1人当たりのし尿処理事業経費 3,821（円 / 人・年）

�国民1人当たりのし尿処理事業経費 6,500（円 / 人・年）（H16年度）
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私たちが、ごみ置場に出したごみはどのように処理されているのでしょうか？

県内では1日あたり830.7 トンものごみが排出され、そのうちの9割以上の780.1 トンが、作業員の手

作業によって収集車に積まれ各処理施設へ運ばれていきます。49.2 トンは排出者自ら、処理施設まで運んで

きたものです。残りの1.4 トンは各家庭で自家処理されたものになります。

ごみの処理量としては、830.7 トンのうち、自家処理の1.4 トンを除いた829.3 トンが市町村によって、

1日に処理されています。

可燃ごみなどの燃えるごみは焼却施設へ運ばれ、灰になります。

資源ごみは資源化処理施設へ運ばれ、再び製品になるための材料等にリサイクルされます。

不燃ごみや焼却施設での灰は最終処分場に運ばれ、埋め立てられます。

①

②

③

④

⑤

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ

そ の 他

⑥

⑦

⑧

直接搬入ごみ

自 家 処 理

集団回収量

218,534

（598.7）

23,221

（63.6）

37,985

（104.1）

4,921

（13.5）

76

（0.2）

17,942

（49.2）

527
（1.4）

12,704
（34.8）

22,175

（60.8）

46,343

（127.0）

1,153

（3.2）

23,015

（63.1）

焼却以外の中間処理

直 接 焼 却 231,591（634.5）

直接資源化 23,220（63.6）

処 理 量 302,679（829.3）収 集 量 284,737（780.1）

総 排 出 量



⑨

最終処分場

46,858
（128.4）

資 源 化

焼 却 施 設

粗大ごみ処理施設以外
の資源化等を行う施設 23,638

（64.8）

粗大ごみ処理施設
8,111
（22.2）

13,709
（37.6）

そ の 他

焼却残渣の埋立 29,334（80.4）

直 接 埋 立 1,525（4.2）

資 源 化 量

9,224
（25.3）

処理残渣の焼却
15,299
（41.9）

1,818
（5.0）

（単位：ｔ／年、（ ）内ｔ／日）

処理残渣の埋立

埋 立 量 46,158（126.5）

303,206（830.7）

�

�収集ごみ＝①＋②＋③＋④＋⑤＝284,737t ／年
�総処理量＝①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＝302,679t ／年
�総排出量＝①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦＝303,206t ／年
� 1人 1日当たり排出量＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦）／総人口

＝1,014g ／人日
�（管理）排出量＝①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑧＝315,383t ／年
� 1人 1日当たり排出量＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑧）／総人口

＝1,055g ／人日
�総資源化量＝⑧＋⑨＝59,562t ／年
�リサイクル率＝（⑧＋⑨）／（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑧）＝18.9%

ごみ処理方法の割合

直接資源化7.7％
直接埋め立て処分
0.5％

資源化等の中間処理
15.3％

直接焼却
76.5％

最終的に
埋め立て処分
14.6％

計画収集人口 817,912人

自家処理人口 1,097人

総人口 819,009人
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①

総

人

口

②

計

画

処

理

区

域

内

人

口

③

水

洗

化

人

口

④
非
水
洗
化
人
口

⑤ 公 共 下 水 道
87,554人

⑦コミュニティ・プラント
7,512人

⑨ 自 家 処 理 人 口
10,754人

⑧ 計 画 収 集 人 口
118,428人

単独処理浄化槽
409,722人

合併処理浄化槽
185,039人

⑥

浄
化
槽

689,827人

594,761人

819,009人 819,009人 129,182人

：③／①＝84.2％

：④／①＝15.8％

：⑧／④＝91.7％

：⑨／①＝ 1.3％

：⑤／①＝10.7％

：（⑥＋⑦）／①＝73.5％

：（⑤＋⑥のうち合併処理浄化槽＋⑦）／①＝34.2％

水 洗 化 率

非 水 洗 化 率

非水洗化人口における計画収集率

自 家 処 理 率

公 共 下 水 道 水 洗 化 率

浄 化 槽 等 水 洗 化 率

汚 水 衛 生 処 理 率

¡

¡

¡

¡

¡

¡

¡



下水道終末処理場

! 浄化槽等汚泥
221,200（606.0）

!! し尿処理施設
274,252（751.4）

# 海 洋 投 入
6,160（16.9）

$ 自 家 処 理
6,201（17.0）

（単位：裾／年、（ ）内裾／日）

58,467

（160.2）

745

（2.0）

215,785

（591.2）

59,212

（162.2）

5,415

（14.9）

：!!＋#＝280,412裾／年

：!!＋#＋$＝286,613裾／年

：!!／（!!＋#）＝97.8％

：（!!＋#－!（下水道投入分を除く））／⑧＝1.37雀／人・日

：（!!＋#＋$－!（下水道投入分を除く））／④＝1.39雀／人・日

：!／（⑥＋⑦）＝1.01雀／人・日

計画収集量（浄化槽汚泥を含む）

総処理量（計画処理量＋自家処理量）

し 尿 処 理 施 設 に よ る 処 理 率

1 人 1 日当たり し尿計画処理量

1 人 1 日 当 た り し 尿 排 出 量

1人1日当たり浄化槽汚泥計画処理量

¡
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¡
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私たちのし尿は、下水道を通って終末処理場や、あるいは直接浄化槽で処理され、し尿処理施設へ運ばれま

す。県内の総人口のうち、公共下水道や浄化槽を使用している人口の割合（水洗化率）は、84.2％になってお

り、それ以外のいわゆる汲み取り式を使用している人口の割合（非水洗化率）は15.8％になります。



（1）経緯

平成12年度の廃棄物処理法の改正により、国は「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合

的かつ計画的な推進を図るための基本的な方針」を定め、県はその基本方針に即して「徳島県廃棄物処理計画」

を平成14年 3月に策定しました。

（2）計画の目的

県民、事業者、行政等の行動の基本方針を定め、全ての主体が協働して循環型社会の形成に向けて積極的か

つ先進的な取り組みを行うための施策を示すことを目的とします。

（3）計画期間

平成13年度から平成17年度までの5カ年計画とします。ただし、国の基本方針を踏まえ、平成22年度

までを長期的な計画期間と位置づけます。

（4）廃棄物処理の目標

国の基本方針の考え方を踏まえ、目標を設定しました。

(5) 廃棄物処理の基本方針

つぎの5つの基本方針に基づき施策を推進します。

①発生抑制の推進

②循環的利用（再使用、再生利用、熱回収）及び減量化の推進

③適正処理の推進

④処理施設の確保

⑤循環型社会を形成する基盤整備

�
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【一般廃棄物】

①排出量（計画収集量+直接搬入量＋集団回収量）

平成17年度におけるごみ管理排出量を平成10年度に対して約6％削減し、総量を28万

5千トン以下とします。

②総資源化量・総資源化率（リサイクル率）

平成17年度におけるごみ管理排出量に対する総資源化率を22％以上、総資源化量を6万

2千トン以上とします。

③最終処分量・最終処分率

平成17年度における最終処分量を平成10年度に対して約62％に削減し、4万 3千トン

以下とします。
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（1）一般廃棄物処理の状況（平成17年度実績）

平成17年度におけるごみ排出量（徳島県廃棄物処理計画ではごみ排出量であるが、以下ごみ排出量という。）

は、315,383t（16年度 319,175t）であり、前年度と比べ1.2％減となっている。

徳島県廃棄物処理計画での目標年度（17年度）における排出量は、平成10年度に対して6％減の285,000t

以下であり、目標値とは乖離がある。

総資源化量は、59,562t（16年度 56,554t）であり、対前年度比では5.3％増になっている。

ごみ排出量に占める総資源化量の割合であるリサイクル率は18.9％（16年度 17.7％）であり、前年度と

比べ1.2 ポイント増となっている。

徳島県廃棄物処理計画での目標年度（17年度）におけるリサイクル率は約22％であり、あと3.1 ポイント

の増加が必要である。

総資源化量は62,000t 以上が目標値であり、目標達成にはあと4％の増加が必要である。

資源化量は、目標値に近似しているところがあるが、排出量が増加しているためリサイクル率も目標達成に

は至っていない。

ごみ最終処分量は、46,158t（16年度 54,606t）であり、前年度に比べ大きく減少している。ごみ排出量

に占める最終処分量の割合である最終処分率も、14.6％（16年度 17.1％）であり前年度に比べ2.5 ポイン

ト減少している。

徳島県廃棄物処理計画での目標年度（17年度）における最終処分量は、平成10年度に対して38％減の

43,000t 以下であり、目標値と若干差があるものの、最終処分率では目標達成している。
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※処分比率の内訳には、中間処理による減量率を入れていない。
※四捨五入のため、合計値及び処理比率が合わない場合がある。
※括弧内は基準年度からの増減率になる。

一般廃棄物の目標値

目標達成状況
目 標現 状基 準

平成17年度平成17年度平成10年度

―827,027819,009838,963人 口 （人）

未 達 成
285

（5.9％減）
315

（4.0％増）
303ごみ管理排出量 （千 t）発生・排出量

年
間
ご
み
排
出
量

未 達 成
62

（77.1％増）
60

（71.4％増）
35総資源化量 （千 t）

処 理 処 分 量 ―
180

（10.0％減）
209

（4.5％増）
200中間処理による減量 （千 t）

未 達 成
43

（37.7％減）
46

（33.3％減）
69最終処分量 （千 t）

―100100100ごみ管理排出量 （％）発生・排出量
処

理

比

率

―21.918.911.4総資源化量 （％）

処 理 処 分 量

―15.114.622.8最終処分量 （％）
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一般廃棄物の目標値

350

300

250

200

150

100

50

0

35

200

69

平成10年度（実績）

（千t／年）

平成17年度（実績） 平成17年度（目標）
※括弧内数値は割合（％）

46

209

60

62

180

43

（11.4）

303

（65.8）

（22.8）
（14.6）

（19.0）

315（100.0）

（63.0）

総資源化量

中間処理による減量

最終処分量

（15.1）

（21.9）

（66.4）

285

集団回収量

12,704

総排出量

303,206

管理排出量
排出量

315,383

公共処理量
（市町村処理量）

302,679

処理区分 収集体制別 発生源別 分別区分別

直営収集量
188,169

生活系ごみ量
212,097

可燃ごみ量
218,534

資源ごみ量
37,985

不燃ごみ量
23,221

粗大ごみ量 4,921

直接搬入量
17,942

←
そ
の
他
76

委託収集量
23,491

許可業者収集量
73,077

事業系ごみ量
90,582

直接搬入量
17,942

（単位：t／年）

自家処理量 527

ごみ量及び排出構造（平成17年度）

（2）ごみ量及び排出構造（平成17年度）

下の図は、平成17年度における本県のごみ量及び排出構造を示したものです。

ごみ総排出量は30万 3千ｔで、この他に集団回収量として1万 3千ｔが把握されています。排出量の内訳

は、公共処理量（市町村処理量）が30万 3千ｔ、自家処理量が5百ｔで、公共処理量の内訳は、収集体制、

発生源、分別区分により分類されます。
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ご
み
総
排
出
量

（
千
ｔ
）

ご み 総 排 出 量

1
,1
5
0

1
,1
0
0

1
,0
5
0

1
,0
0
0

9
5
0

9
0
0

8
5
0

8
0
0

（
g
／
人
日
）

一 人 一 日 当 た り 排 出 量

1
人
1
日
当
た
り
排
出
量

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7
年
度

2
9
4

3
0
5

3
0
7

3
1
4

3
1
4

3
0
6

9
1
7
.8

9
4
2
.7

9
4
4
.6

9
5
6
.9

9
5
8
.5

9
9
7
.0

1
,0
0
3
.9

1
,0
3
0
.0

1
,0
3
2
.8

1
,0
0
8
.5

3
0
8

1
,0
1
9
.9

3
1
0

1
,0
3
2
.0

3
0
2

1
,0
1
4
.0

2
8
2

2
8
9

2
9
0

2
9
3

17
年
度

16
年
度

15
年
度

14
年
度

13
年
度

12
年
度

11
年
度

10
年
度

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

年
度

28
4,
73
7

28
8,
69
1

28
6,
41
6

28
2,
64
6

29
0,
33
9

28
5,
91
2

27
6,
96
1

27
5,
34
3

26
1,
19
8

25
9,
47
4

25
4,
72
1

24
7,
08
6

24
0,
09
0

計
画
収
集
量

（
t／
年
）

17
,9
42

17
,9
36

14
,9
24

14
,8
66

15
,2
78

17
,8
40

18
,5
26

16
,7
65

15
,5
72

14
,4
94

15
,7
33

19
,1
41

17
,4
91

直
接
搬
入
量

（
t／
年
）

52
7

3,
80
4

6,
67
0

8,
25
0

8,
32
8

10
,1
78

11
,2
28

13
,2
04

16
,9
32

19
,5
29

19
,3
25

22
,7
16

23
,9
70

自
家
処
理
量

（
t／
年
）

30
3,
20
6

31
0,
43
1

30
8,
01
0

30
5,
76
2

31
3,
94
5

31
3,
93
0

30
6,
71
5

30
5,
31
2

29
3,
70
2

29
3,
49
7

28
9,
77
9

28
8,
94
3

28
1,
55
1

ご
み
総
排
出
量

（
t／
年
）

12
,7
04

12
,5
48

12
,9
94

12
,2
08

12
,5
77

12
,1
03

11
,3
44

11
,1
81

11
,3
78

9,
31
7

10
,4
92

9,
31
7

8,
69
5

集
団
回
収
量

（
t／
年
）

31
5,
38
3

31
9,
17
5

31
4,
33
4

30
9,
72
0

31
8,
19
4

31
5,
85
5

30
6,
83
1

30
3,
28
9

28
8,
14
8

28
3,
28
5

28
0,
94
6

27
5,
54
4

26
6,
27
6

ご
み
排
出
量

（
t／
年
）

10
3.
9

10
5.
2

10
3.
6

10
2.
1

10
4.
9

10
4.
1

10
1.
2

10
0.
0

－
－

－
－

－
平
成
10
年
度
を
10
0と
し
た
場
合
の
管
理
排
出
量
比
率

81
9,
00
9

82
3,
93
3

82
7,
40
8

83
0,
65
7

83
2,
82
3

83
5,
06
8

83
7,
04
4

83
8,
96
3

83
9,
53
9

84
0,
30
0

84
0,
46
1

83
9,
73
5

84
0,
41
7

総
人
口

（
人
）

1,
01
4.
0

1,
03
2.
0

1,
01
9.
9

1,
00
8.
5

1,
03
2.
8

1,
03
0.
0

1,
00
3.
9

99
7.
0

95
8.
5

95
6.
9

94
4.
6

94
2.
7

91
7.
8

1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量

（
g
／
人
・
日
）

1,
05
5.
0

1,
06
1.
0

1,
04
0.
8

1,
02
1.
5

1,
04
6.
8

1,
03
6.
3

1,
00
4.
3

99
0.
4

94
0.
3

92
3.
6

91
5.
8

89
9.
0

86
8.
0

1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量

（
g
／
人
・
日
）

注
）
�「
ご
み
排
出
量
」
＝
「
計
画
収
集
量
」
＋
「
直
接
搬
入
量
」
＋
「
集
団
回
収
量
」
で
あ
る
。

ご
み
総
排
出
量
と
1
人
1
日
当
た
り
排
出
量
の
推
移

3
5
0

3
0
0

2
5
0

2
0
0

1
5
0

1
0
0

5
0 0

2
6
6

8
6
8
.0

2
7
6

8
9
9
.0

9
1
5
.8

9
2
3
.6

9
4
0
.3

3
0
3

9
9
0
.4

3
0
7

1
,0
0
4
.3

3
1
6

1
,0
3
6
.3

3
1
8

1
,0
4
6
.8

3
1
9

1
,0
6
1
.0

3
1
0

1
,0
2
1
.5

3
1
4

1
,0
4
0
.8

1
,0
5
5
.0

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7
年
度

（
千
ｔ
）

ご み 管 理 排 出 量

1
,1
5
0

1
,1
0
0

1
,0
5
0

1
,0
0
0

9
5
0

9
0
0

8
5
0

8
0
0

（
g
／
人
日
）

一 人 一 日 当 た り 排 出 量

ご
み
管
理
排
出
量

1
人
1
日
当
た
り
管
理
排
出
量

2
8
1

2
8
3

2
8
8

3
1
5

ご
み
排
出
量
（
管
理
排
出
量
）
と
1
人
1
日
当
た
り
排
出
量
の
推
移

�



総
資
源
化
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率

総
資
源
化
量

リ
サ
イ
ク
ル
率

6
5

6
0

5
0

4
0

3
0

2
0

1
0

1
0
.6

1
0
.4

3
0

1
0
.3

3
1

3
5

4
1

1
3
.5

4
6

1
4
.4

4
7

4
9

1
5
.8

1
8
.9

6
0

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

（
千
t）

総 資 源 化 量

2
2

2
0

1
6

1
2

8 4 0（
％
） リ サ イ ク ル 率

2
8

2
9

1
0
.7

2
9

1
0
.8

1
1
.4

1
4
.8

5
2

1
6
.5

5
7

1
7
.7

年
度

17
年
度

16
年
度

15
年
度

14
年
度

13
年
度

12
年
度

11
年
度

10
年
度

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

年
度

46
,8
58

44
,0
06

38
,9
76

36
,8
62

34
,4
18

33
,4
70

30
,0
96

23
,3
63

19
,6
36

19
,8
61

19
,4
98

19
,4
29

19
,6
45

市
町
村
等
に
よ
る
ご
み
の
資
源
化
量
（
t／
年
）

23
,6
38

21
,3
73

16
,1
11

14
,8
68

14
,1
80

14
,7
49

11
,6
90

13
,1
80

19
,6
36

19
,8
61

19
,4
98

19
,4
29

19
,6
45

中
間
処
理
後
再
生
利
用
量
（
t／
年
）

23
,2
20

22
,6
33

22
,8
65

21
,9
94

20
,2
38

18
,7
21

18
,4
06

10
,1
83

―
―

―
―

―
直
接
資
源
化
量

（
t／
年
）

12
,7
04

12
,5
48

12
,9
94

12
,2
08

12
,5
77

12
,1
03

11
,3
44

11
,1
81

11
,3
78

9,
31
7

10
,4
92

9,
31
7

8,
69
5

集
団
回
収
量

（
t／
年
）

59
,5
62

56
,5
54

51
,9
70

49
,0
70

46
,9
95

45
,5
73

41
,4
40

34
,5
44

31
,0
14

29
,1
78

29
,9
90

28
,7
46

28
,3
40

資
源
化
量
合
計

（
t／
年
）

30
2,
67
9

30
6,
62
7

30
1,
34
0

29
7,
51
2

30
5,
61
7

30
3,
75
2

29
5,
48
7

29
2,
10
8

27
6,
77
0

27
3,
96
8

27
0,
45
4

26
6,
22
7

25
7,
58
1

ご
み
の
総
処
理
量

（
t／
年
）

30
3,
20
6

31
0,
43
1

30
8,
01
0

30
5,
76
2

31
3,
94
5

31
3,
93
0

30
6,
71
5

30
5,
31
2

29
3,
70
2

29
3,
49
7

28
9,
77
9

28
8,
94
3

28
1,
55
1

ご
み
の
総
排
出
量

（
t／
年
）

18
.9

17
.7

16
.5

15
.8

14
.8

14
.4

13
.5

11
.4

10
.8

10
.3

10
.7

10
.4

10
.6

リ
サ
イ
ク
ル
率

（
％
）

注
）
�「
中
間
処
理
後
再
生
利
用
量
」
と
は
、
資
源
ご
み
、
粗
大
ご
み
等
を
処
理
し
た
後
、
鉄
、
ア
ル
ミ
等
を
回
収
し
資
源
化
し
た
量
で
あ
る
。

�「
集
団
回
収
量
」
と
は
、
市
町
村
に
よ
る
用
具
の
貸
出
、
補
助
金
の
交
付
等
で
市
町
村
登
録
さ
れ
た
住
民
団
体
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
量
を
い
い
、
ご
み
の
総
排
出
量
に
含
め
て
い
な
い
。

�
平
成
9
年
度
ま
で
は
、「
直
接
資
源
化
量
」
は
「
中
間
処
理
後
再
生
利
用
量
」
に
計
上
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

�
リ
サ
イ
ク
ル
率（
％
）＝
〔
直
接
資
源
化
量
＋
中
間
処
理
後
の
再
生
利
用
量
＋
集
団
回
収
量
〕÷
〔
ご
み
の
総
処
理
量
＋
集
団
回
収
量
〕

総
資
源
化
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
推
移

��



最
終
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分
量
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H
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H
1
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H
1
7
年
度

最
終
処
分
量
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（
千
ｔ
）

最 終 処 分 量
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2
0

1
0

（
％
）

最 終 処 分 率

最
終
処
分
率

7
9
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9
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年
度
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年
度

13
年
度
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年
度
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年
度
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年
度

9
年
度

8
年
度

7
年
度

6
年
度

5
年
度

年
度

44
,6
33
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,9
56

52
,5
67
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99
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,9
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52
,5
14
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,6
92
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,7
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焼
却
灰
等
埋
立
量

（
t／
年
）

1,
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3,
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5,
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13
,6
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直
接
最
終
処
分
量

（
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年
）

46
,1
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,6
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55
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,5
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,3
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,7
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66
,1
81

69
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67
,4
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,9
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,5
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79
,2
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最
終
処
分
量
合
計

（
t／
年
）

66
.7

78
.9

84
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80
.3
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.5

86
.4

95
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0.
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―
―

―
―

―
平
成
10
年
度
を
10
0と
し
た
場
合
最
終
処
分
量
比
率

81
9,
00
9

82
3,
93
3

82
7,
40
8

83
0,
65
7

83
2,
82
3

83
5,
06
8

83
7,
04
4

83
8,
96
3

83
9,
53
9

84
0,
30
0

84
0,
46
1

83
9,
73
5

84
0,
41
7

総
人
口

（
人
）

15
4

18
2

18
4

18
3

18
5

19
6

21
7

22
6

22
0

24
8

25
6

25
9

24
1

1
人
1
日
当
た
り
の
最
終
処
分
量
（
g
／
人
・
日
）

31
5,
38
3

31
9,
17
5

31
4,
33
4

30
9,
72
0

31
8,
19
4

31
5,
85
5

30
6,
83
1

30
3,
28
9

28
8,
14
8

28
3,
28
5

28
0,
94
6

27
5,
54
4

26
6,
27
6

ご
み
管
理
排
出
量

（
t／
年
）

14
.6

17
.1

17
.7

17
.9

17
.7

18
.9

21
.6

22
.8

23
.4

26
.8

28
.0

28
.8

27
.8

最
終
処
分
率

（
％
）

注
）
�「
焼
却
灰
等
埋
立
量
」
と
は
焼
却
残
渣
及
び
焼
却
施
設
以
外
か
ら
の
処
理
残
渣
を
合
わ
せ
た
量
で
あ
る
。

�「
最
終
処
分
率
」
と
は
ご
み
管
理
排
出
量
に
占
め
る
最
終
処
分
量
を
い
う
。

最
終
処
分
量
（
最
終
処
分
率
）
の
推
移

��



市
町
村
別
1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
（
平
成
1
7
年
度
実
績
）

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
は
何
色
で
す
か
？

基
準
（
H
1
0
）
と
現
状
（
H
1
7
）
と
の
比
較
で
は
変
化
が
あ
り
ま
す
か
？

お
住
ま
い
の
市
町
村
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
組
み

を
し
て
い
る
か
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？

日
常
生
活
の
中
で
、
一
人
で
も
実
践
で
き
る
ご
み
の
減
量
化
が
き
っ
と
あ
る

は
ず
で
す
。

ち
な
み
に
、
徳
島
県
の
全
国
で
の
順
位
は
、
2
1
位
（
H
1
6
実
績
1
,0
6
1
g
）

と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
値
（
1
,1
4
6
g
／
人
・
日
）
よ
り
も
8
5
g
以
上
少

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

排
出
量
（
ｔ
）

1
人
1
日
当
た
り
の
排
出
量
（
g
／
人
日
）

平
成
17
年
度（
目
標
）

平
成
17
年
度（
現
状
）

平
成
10
年
度

（
基
準
）

平
成
17
年
度

平
成
10
年
度

（
94
.0
）

12
2,
53
0

（
94
.8
）

12
3,
56
7

13
0,
35
1

（
95
.8
）

1,
29
3

（
10
0.
0）

1,
35
0

徳
島

市

（
94
.0
）

29
,6
41

（
74
.9
）

23
,5
76

31
,4
66

（
76
.6
）

1,
00
1

（
10
0.
0）

1,
30
7

鳴
門

市

（
94
.0
）

15
,2
41

（
10
6.
8）

17
,3
13

16
,2
14

（
11
0.
4）

1,
10
5

（
10
0.
0）

1,
00
1

小
松
島
市

（
94
.0
）

26
,1
24

（
11
7.
3）

32
,6
01

27
,7
92

（
11
9.
5）

1,
11
5

（
10
0.
0）

93
3

阿
南

市

（
94
.0
）

11
,0
85

（
13
9.
0）

16
,3
96

11
,7
93

（
14
3.
9）

95
7

（
10
0.
0）

66
5

吉
野
川
市

（
94
.0
）

8,
42
6

（
11
7.
2）

10
,5
08

8,
96
4

（
12
1.
8）

67
0

（
10
0.
0）

55
0

阿
波

市

（
94
.0
）

7,
79
4

（
11
1.
0）

9,
20
0

8,
29
2

（
11
8.
2）

71
9

（
10
0.
0）

60
8

美
馬

市

（
94
.0
）

10
,2
30

（
11
4.
3）

12
,4
39

10
,8
83

（
12
7.
6）

97
1

（
10
0.
0）

76
1

三
好

市

（
94
.0
）

1,
71
0

（
93
.1
）

1,
69
3

1,
81
9

（
10
1.
5）

70
7

（
10
0.
0）

69
7

勝
浦

町

（
94
.0
）

38
4

（
85
.3
）

34
9

40
9

（
95
.8
）

44
6

（
10
0.
0）

46
5

上
勝

町

（
94
.0
）

57
（
51
6.
4）

31
5

61
（
57
0.
8）

28
7

（
10
0.
0）

50
佐
那
河
内
村

（
94
.0
）

7,
44
5

（
10
9.
4）

8,
66
4

7,
92
0

（
10
8.
2）

88
1

（
10
0.
0）

81
4

石
井

町

（
94
.0
）

22
4

（
35
0.
8）

83
5

23
8

（
40
8.
7）

30
3

（
10
0.
0）

74
神

山
町

（
94
.0
）

2,
59
1

（
10
2.
2）

2,
81
7

2,
75
7

（
11
2.
8）

66
8

（
10
0.
0）

59
2

那
賀

町

（
94
.0
）

1,
95
5

（
10
4.
8）

2,
18
0

2,
08
0

（
11
7.
8）

1,
06
2

（
10
0.
0）

90
2

牟
岐

町

（
94
.0
）

2,
48
4

（
11
1.
7）

2,
95
3

2,
64
3

（
12
4.
1）

90
2

（
10
0.
0）

72
7

美
波

町

（
94
.0
）

83
8

（
11
3.
5）

4,
08
3

3,
59
8

（
11
9.
4）

91
7

（
10
0.
0）

76
8

海
陽

町

（
94
.0
）

4,
77
2

（
14
2.
3）

7,
22
7

5,
07
7

（
13
4.
7）

1,
33
6

（
10
0.
0）

99
2

松
茂

町

（
94
.0
）

6,
47
9

（
11
3.
7）

7,
83
8

6,
89
3

（
10
8.
4）

1,
02
5

（
10
0.
0）

94
6

北
島

町

（
94
.0
）

8,
80
5

（
13
1.
1）

12
,2
84

9,
36
7

（
12
0.
3）

1,
03
7

（
10
0.
0）

86
2

藍
住

町

（
94
.0
）

4,
53
4

（
10
9.
2）

5,
26
7

4,
82
3

（
11
0.
3）

99
3

（
10
0.
0）

90
0

板
野

町

（
94
.0
）

2,
40
7

（
13
3.
0）

3,
40
6

2,
56
1

（
13
0.
3）

69
6

（
10
0.
0）

53
4

上
板

町

（
94
.0
）

2,
71
7

（
12
2.
2）

3,
53
2

2,
89
1

（
13
8.
4）

77
7

（
10
0.
0）

56
2

つ
る
ぎ
町

（
94
.0
）

1,
58
9

（
14
6.
4）

6,
34
0

4,
33
0

（
15
0.
1）

1,
06
0

（
10
0.
0）

70
6

東
み
よ
し
町

（
94
.0
）

28
5,
09
2

（
10
4.
0）

31
5,
38
3

30
3,
22
2

（
10
6.
5）

1,
05
5

（
10
0.
0）

99
0

県
平
均
値

※
排
出
量
=
計
画
収
集
量
＋
直
接
搬
入
量
＋
集
団
回
収
量

※
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
「
廃
棄
物
の
減
量
そ
の
他
そ
の
適
正
な
処
理
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方

針
」
に
お
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
の
排
出
量
を
「
計
画
収
集
量
＋
直
接
搬
入
量
＋
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
量
」
と
定
義
し
て
い
る
。

※
9
4
5
.2
（
g
／
人
・
日
）
は
徳
島
県
廃
棄
物
処
理
計
画
で
の
平
成
1
7
年
度
に
お
け
る
1
人
1
日
当
た
り
の
排
出
量
の
目
標
値

※
徳
島
県
廃
棄
物
処
理
計
画
で
は
、
平
成
1
7
年
度
に
お
け
る
ご
み
管
理
排
出
量
を
平
成
1
0
年
度
に
対
し
て
約
6
%
削
減
し
、
1
人
1
日
あ
た
り
の

排
出
量
を
9
4
5
.2
g
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

※
1
,0
5
5
（
g
／
人
・
日
）
は
平
成
1
7
年
度
に
お
け
る
県
全
体
の
1
人
1
日
当
た
り
の
排
出
量

※
グ
ラ
フ
括
弧
内
は
、
平
成
1
0
年
度
を
1
0
0
と
し
た
場
合
の
割
合
（
括
弧
内
の
数
値
が
9
4
以
下
の
自
治
体
は
、
計
画
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
。）

※
括
弧
内
の
数
値
が
1
0
0
以
上
の
自
治
体
は
平
成
1
0
年
度
か
ら
減
量
化
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

単
位
：
g
／
人
・
日

～
9
4
5
.2

9
4
5
.2
～
1
,0
5
5

1
,0
5
5
～

鳴
門
市

徳
島
市

小
松
島
市

阿
南
市

勝
浦
町

佐
那
河
内
村

石
井
町

神
山
町

那
賀

町

上
勝
町

美
波
町

牟
岐
町

海
陽
町

松
茂
町

北
島
町

藍
住
町

板
野
町

上
板
町

阿
波
市

吉
野
川
市

つ
る
ぎ
町

美
馬
市

三
好
市

三
好
市

東
み
よ
し
町

※
阿
南
市
、
吉
野
川
市
、
阿
波
市
、
美
馬
市
、
三
好
市
、
那
賀
町
、
美
波
町
、
海
陽
町
、
つ
る
ぎ
町
、
東
み
よ
し
町
の
平
成
1
0
年
度
の

量
は
、
旧
町
村
の
数
値
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

��



市
町
村
別
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
平
成
1
7
年
度
実
績
）

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
は
何
色
で
す
か
？

基
準
（
H
1
0
）
と
現
状
（
H
1
7
）
と
の
比
較
で
は
変
化
が
あ
り
ま
す
か
？

資
源
ご
み
の
分
別
を
面
倒
く
さ
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
燃
え
る
・
燃
え
な
い
」か
ら「
資
源
化
で
き
る
・
で
き
な
い
」と
い
う
分
別
へ
。

み
な
さ
ん
の
協
力
で
貴
重
な
資
源
を
有
効
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、徳
島
県
の
全
国
で
の
順
位
は
、2
5
位（
H
1
6
実
績
1
7
.7
％
）で
、

全
国
平
均
値
（
1
7
.6
％
）
よ
り
も
0
.1
％
上
回
っ
て
い
ま
す
。

総
資
源
化
量
（
ｔ
）

リ
サ
イ
ク
ル
率
（
％
）

平
成
17
年
度

平
成
10
年
度

平
成
17
年
度

（
目
標
）

平
成
17
年
度

（
現
状
）

平
成
10
年
度

（
基
準
）

23
,5
32

11
,7
47

22
.0

19
.0

9.
0

徳
島

市

6,
66
2

2,
71
0

22
.0

28
.3

10
.7

鳴
門

市

2,
03
3

1,
38
8

22
.0

11
.7

8.
6

小
松
島
市

3,
57
4

2,
57
4

22
.0

11
.0

9.
3

阿
南

市

2,
35
4

1,
38
7

22
.0

14
.4

11
.7

吉
野
川
市

2,
50
5

2,
69
3

22
.0

23
.8

30
.0

阿
波

市

2,
24
5

1,
81
2

22
.0

24
.4

21
.9

美
馬

市

1,
78
6

1,
21
8

22
.0

14
.4

11
.2

三
好

市

44
1

44
4

22
.0

26
.0

24
.4

勝
浦

町

25
2

27
2

22
.0

72
.2

66
.5

上
勝

町

18
9

61
22
.0

60
.0

10
0.
0

佐
那
河
内
村

1,
79
6

70
1

22
.0

20
.7

8.
9

石
井

町

49
5

10
9

22
.0

59
.3

45
.8

神
山

町

87
7

21
5

22
.0

31
.1

26
.1

那
賀

町

28
6

33
5

22
.0

13
.1

16
.1

牟
岐

町

48
8

51
2

22
.0

16
.5

19
.4

美
波

町

61
6

64
8

22
.0

15
.1

18
.0

海
陽

町

1,
19
3

93
9

22
.0

16
.5

18
.5

松
茂

町

1,
73
2

63
9

22
.0

22
.1

9.
3

北
島

町

2,
74
8

1,
44
6

22
.0

22
.4

15
.4

藍
住

町

1,
14
6

38
6

22
.0

21
.8

8.
0

板
野

町

92
9

40
8

22
.0

27
.3

15
.9

上
板

町

78
1

58
2

22
.0

22
.1

20
.1

つ
る
ぎ
町

90
2

55
8

22
.0

14
.2

12
.9

東
み
よ
し
町

59
,5
62

34
,5
44

22
.0

18
.9

11
.5

県
平
均
値

※
2
2
.0
％
は
徳
島
県
廃
棄
物
処
理
計
画
で
の
平
成
1
7
年
度
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
目
標
値

※
徳
島
県
廃
棄
物
処
理
計
画
で
は
、
平
成
1
7
年
度
に
お
け
る
ご
み
排
出
量
に
対
す
る
総
資
源
化
率
を
2
2
%
以
上
、
総
資
源
化
量
を
6
万
2
千

ト
ン
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

※
1
8
.9
%
は
平
成
1
7
年
度
に
お
け
る
県
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

※
リ
サ
イ
ク
ル
率
=
｛（
直
接
資
源
化
量
+
市
町
村
に
よ
る
資
源
化
量
+
集
団
回
収
量
）
／
（
ご
み
総
処
理
量
＋
集
団
回
収
量
）｝
×
1
0
0

※
総
資
源
化
量
と
は
、
直
接
資
源
化
量
と
市
町
村
に
よ
る
資
源
化
量
と
集
団
回
収
量
の
和
を
言
う
。

※
佐
那
河
内
村
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
0
年
度
は
資
源
ご
み
の
収
集
し
か
し
て
い
な
か
っ
た
。

単
位
：
％

～
1
8
.9

1
8
.9
～
2
2
.0

2
2
.0
～

鳴
門
市

徳
島
市

小
松
島
市

勝
浦
町

佐
那
河
内
村

石
井
町

上
勝
町

牟
岐
町

松
茂
町

北
島
町

藍
住
町

板
野
町

上
板
町

那
賀

町

吉
野
川
市

つ
る
ぎ
町

美
馬
市

神
山
町

阿
南
市

美
波
町

海
陽
町

三
好
市

三
好
市

東
み
よ
し
町

阿
波
市

※
阿
南
市
、
吉
野
川
市
、
阿
波
市
、
美
馬
市
、
三
好
市
、
那
賀
町
、
美
波
町
、
海
陽
町
、
つ
る
ぎ
町
、
東

み
よ
し
町
の
平
成
1
0
年
度
の
率
及
び
量
は
、
旧
町
村
の
数
値
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

��



市
町
村
別
最
終
処
分
量
及
び
最
終
処
分
率
（
平
成
1
7
年
度
実
績
）

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
は
何
色
で
す
か
？

基
準
（
H
1
0
）
と
現
状
（
H
1
7
）
と
の
比
較
で
は
変
化
が
あ
り
ま
す
か
？

埋
め
立
て
る
し
か
で
き
な
い
ご
み
の
量
が
毎
年
、
こ
れ
だ
け
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
埋
め
立
て
る
場
所
を
今
後
、
い
く
つ
造
れ
ば
足
り
る
の
で
し
ょ
う
か
？

も
と
も
と
は
、
私
た
ち
が
出
し
た
ご
み
で
す
。

製
品
を
買
う
前
に
、
ご
み
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
少
し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
徳
島
県
の
全
国
で
の
順
位
は
、
3
2
位
（
H
1
6
実
績
1
7
.1
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
値
（
1
5
.2
％
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度

平
成
10
年
度

市
町
村
名

ご
み
排
出
量
に
占

め
る
最
終
処
分
率

（
%
）

最
終
処
分
量

（
ｔ
）

ご
み
排
出
量

（
ｔ
）

ご
み
排
出
量
に
占

め
る
最
終
処
分
率

（
%
）

最
終
処
分
量

（
ｔ
）

ご
み
排
出
量

（
ｔ
）

16
.8

20
,7
37

12
3,
56
7

23
.7

30
,9
14

13
0,
35
1

徳
島

市

13
.2

3,
11
3

23
,5
76

41
.0

12
,9
16

31
,4
66

鳴
門

市

18
.3

3,
17
6

17
,3
13

18
.7

3,
03
9

16
,2
14

小
松
島
市

17
.0

5,
54
6

32
,6
01

18
.0

5,
00
1

27
,7
92

阿
南

市

11
.6

1,
90
5

16
,3
96

20
.1

2,
44
6

11
,7
93

吉
野
川
市

2.
1

22
3

10
,5
08

15
.0

1,
34
3

8,
96
4

阿
波

市

10
.7

98
3

9,
20
0

7.
0

57
8

8,
29
2

美
馬

市

11
.7

1,
45
8

12
,4
39

16
.6

1,
80
5

10
,8
83

三
好

市

8.
7

14
7

1,
69
3

17
.9

32
6

1,
81
9

勝
浦

町

3.
7

13
34
9

3.
7

15
40
9

上
勝

町

6.
3

20
31
5

0.
0

0
61

佐
那
河
内
村

20
.2

1,
75
4

8,
66
4

25
.8

2,
04
5

7,
92
0

石
井

町

9.
8

82
83
5

54
.2

12
9

23
8

神
山

町

11
.5

32
5

2,
81
7

10
.7

88
82
3

那
賀

町

15
.2

33
2

2,
18
0

17
.6

36
6

2,
08
0

牟
岐

町

14
.2

42
0

2,
95
3

17
.4

46
1

2,
64
3

美
波

町

14
.4

58
7

4,
08
3

17
.5

63
0

3,
59
8

海
陽

町

9.
7

70
0

7,
22
7

16
.2

82
2

5,
07
7

松
茂

町

12
.9

1,
00
9

7,
83
8

18
.5

1,
27
5

6,
89
3

北
島

町

16
.5

2,
02
8

12
,2
84

21
.4

2,
00
0

9,
36
7

藍
住

町

8.
4

44
3

5,
26
7

29
.4

1,
41
6

4,
82
3

板
野

町

2.
1

70
3,
40
6

17
.3

44
2

2,
56
1

上
板

町

11
.0

38
7

3,
53
2

7.
3

21
2

2,
89
1

つ
る
ぎ
町

11
.0

70
0

6,
34
0

16
.1

69
8

4,
33
0

東
み
よ
し
町

14
.6

46
,1
58

31
5,
38
3

22
.8

69
,1
70

30
3,
22
2

県
計

※
1
5
.0
％
は
徳
島
県
廃
棄
物
処
理
計
画
で
の
平
成
1
7
年
度
に
お
け
る
県
の
最
終
処
分
率
（
ご
み
排
出
量
に
占
め
る
最
終
処
分
量
）
の
目
標
値

※
徳
島
県
廃
棄
物
処
理
計
画
で
は
平
成
1
7
年
度
に
お
け
る
最
終
処
分
量
を
平
成
1
0
年
度
に
対
し
て
約
6
2
%
に
削
減
し
、
4
万
3
千
ト
ン
以
下
と

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

※
最
終
処
分
率
=
（
最
終
処
分
量
／
ご
み
排
出
量
）
×
1
0
0

※
佐
那
河
内
村
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
0
年
度
は
資
源
ご
み
の
収
集
し
か
し
て
い
な
か
っ
た
。

単
位
：
％

～
1
5
.0

1
5
.0
～

鳴
門
市

徳
島
市

小
松
島
市

勝
浦
町

佐
那
河
内
村

石
井
町

神
山
町

上
勝
町

牟
岐
町

松
茂
町

北
島
町

藍
住
町

板
野
町

上
板
町

那
賀

町

吉
野
川
市

つ
る
ぎ
町

美
馬
市

阿
南
市

美
波
町

海
陽
町

三
好
市

三
好

市

東
み
よ
し
町

阿
波
市

※
阿
南
市
、
吉
野
川
市
、
阿
波
市
、
美
馬
市
、
三
好
町
、
那
賀
町
、
美
波
町
、
海
陽
町
、
つ
る
ぎ
町
、
東
み
よ
し
町
の
平
成

1
0
年
度
の
率
及
び
量
は
、
旧
町
村
の
数
値
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
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計画収集量（市町村、一部事務組合及び広域連合が収集する量）と直接搬入量（事業者や住民によりに直接

搬入してくる量のうち市町村から許可又は委託を受けた業者から搬入されるものを除く量）と自家処理量（生

ごみ等の生活系一般廃棄物を自ら処分している量）を合わせたものです。

収集量の中には、生活系ごみと事業系ごみが含まれます。

計画収集量と直接搬入量と集団回収量（市民団体等により資源ごみを回収した量）を合わせたものです。廃

棄物処理法に基づく「廃棄物の減量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため

の基本的な方針」においては、一般廃棄物の排出量を「計画収集量＋直接搬入量＋集団回収量」と定義してい

ます。

廃棄物の減量、リサイクル及び適正処理を図り、県民、事業者、行政が循環型社会の形成に向けて取組む施

策を示した「徳島県廃棄物処理計画」の中で減量化目標として設定している「ごみ管理排出量」も同義です。

ごみ総排出量又はごみ排出量を総人口及び年間日数（365日）で割ったもので、住民1人が 1日に排出す

るごみの量です。

廃棄物として排出された量に対して資源化などがされた量の割合です。

総処理量（市町村が処理した全量）と集団回収量の和の中で直接資源化量（資源化を行う施設を経ずに直接、

再生事業者等に搬入される量）と市町村資源化量（処理施設において鉄、アルミ、ペットボトル等を回収し資

源化した量、中間処理後再生利用量と同義語）と集団回収量の和が占める割合（％）のことです。

総処理量のうち何らかの処理（焼却処理、資源化等の中間処理）を施し、そのまま埋め立てるより減量化

（資源化を含む）された割合です。ちなみに、「100－減量処理率＝直接埋立率」です。

総排出量＝計画収集量＋直接搬入量＋自家処理量

排出量＝計画収集量＋直接搬入量＋集団回収量

1人 1日当たりの排出量＝総排出量（排出量）／総人口×365

減量処理率＝（直接焼却量＋資源化等の中間処理量＋直接資源化量）／総処理量

リサイクル率＝（直接資源化量＋市町村資源化量＋集団回収量）／（総処理量＋集団回収量）

�������������������������������� �������������������������������� �������������������������������� ��������������������������������� � � �



��

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																































��������������������������������������������������������������������������������������������������������	
���

備 考FAXTEL部 課 名市町村／組合名

088-621-5210088-621-5217生活環境課徳島市1

088-684-1372088-684-1142環境政策課
鳴門市2

088-686-8066088-686-2029衛生センター

0885-32-82950885-32-8290環境衛生センター小松島市3

0884-22-07270884-22-3413環境保全課
阿南市4

0884-22-20930884-22-3794管理課

0883-22-22470883-22-2230環境衛生課
吉野川市5

0883-24-51290883-24-5697環境センター

0883-35-73430883-35-7803環境衛生課阿波市6

0883-53-99190883-52-8009環境衛生課美馬市7

0883-72-34360883-72-3436環境課三好市8

0885-42-30280885-42-1501住民課勝浦町9

0885-46-03230885-46-0111産業課上勝町10

088-679-2125088-679-2114健康福祉課佐那河内村11

088-675-1500088-674-1116福祉生活課
石井町12

088-674-3324088-674-6842清掃センター

088-676-1100088-676-1113住民課神山町13

0884-62-11770884-62-1192環境課
那賀町14

0884-66-06020884-66-0111環境センター

0884-77-16660884-77-3613住民福祉課美波町15

0884-72-27160884-72-3414住民福祉課牟岐町16

0884-76-37230884-76-1512環境課海陽町17

088-699-2141088-699-8714産業環境課
松茂町18

088-699-3426088-699-5934環境センター

088-698-3642088-698-9806生活産業課
北島町19

088-698-7450088-698-4052清掃センター

088-637-3153088-637-3116生活環境課
藍住町20

088-692-7495088-692-7411西クリーンステーション

088-672-5553088-672-5987環境生活課板野町21

088-694-5903088-694-6813環境保全課上板町22

0883-55-10510883-62-3111環境課つるぎ町23

0883-79-53400883-79-5340環境課東みよし町24

ごみ088-637-7128088-637-7127中央広域環境センター中央広域環境施設組合25

ごみ0883-53-06860883-52-2496美馬環境整備組合26

し尿0884-72-22270884-72-2696管理第一課
海部郡衛生処理事務組合27

ごみ0884-72-22270884-72-2614管理第二課

ごみ0883-72-68320883-72-0006清掃センターみよし広域連合28

し尿0885-38-15820885-38-1452小松島市外三町村衛生組合29

し尿0883-52-23880883-52-2388吉野川環境整備組合30

し尿0883-36-27280883-36-2235阿北環境整備組合31

し尿0883-78-20350883-78-2167みよし環境衛生組合32

家
庭
か
ら
出
る
「
ご
み
」（
一
般
廃
棄
物
）
に
関
し
て
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（H19.4.1 現在）
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本県の美しく豊かな自然環境を活かし、世界に誇れる「環境首都とくしま」を実現するため、県のあらゆる
施策に環境の視点を取り入れるとともに、あらゆる主体がそれぞれの役割の下、環境への負荷をできる限り少
なくし、徳島の環境を守り、育て、次の世代に引き継いでいかなければなりません。
このため、本県の自然環境の保全や創造のための基本的方向性を示し、県民、事業者、行政などのあらゆる
主体の行動の指針であり、規範となる「環境首都とくしま憲章」を平成16年 3月に策定しました。

地球が苦しんでいます。太陽の光があふれ、豊かな森、清らかな水に恵まれて
いる私たちの郷土・徳島も、環境悪化が進み、ごみであふれそうになっています。
豊かさと便利さを求めて、石油を大量に使い、物を大量につくって消費しつづ
けた私たちが原因です。この状態にストップをかけなければ、徳島の環境は確実
に荒廃し、地球は破滅への道を歩みます。
徳島にいま生きる私たちには、責任があります。地球を救い、この光と水と緑
豊かな郷土を、21世紀を生きる子どもたちに、安心して暮らせる社会として引
き継がなくてはなりません。
省エネルギー、リサイクル、森づくり…。私たちにできることが、暮らしの中
にいっぱいあります。県民・事業者・行政、徳島に住むすべての人たちが、強い
意志を持って、地球のために、徳島のために、一歩踏み出しましょう。そして、
私たちの徳島を、日本で世界で誇れる「環境首都とくしま」に育てましょう。

１ 無駄なエネルギーを一切使わず「地球温暖化にストップ」をかけましょう。
�こまめに電気製品のスイッチは切り、プラグを抜くなど節電に努めましょう。
�冷房の温度を1℃高く、暖房の温度を1℃低く設定しましょう。
�徒歩や自転車、バスなどの公共交通機関を利用しましょう。
�燃費のよい車を利用し、アイドリングストップなどエコドライブに努めましょう。
�太陽熱温水器・太陽電池など自然エネルギーを利用しましょう。

２ 物を大切にする知恵で「ごみゼロの社会」を目指しましょう。
�空き缶やたばこなど、ごみのポイ捨てや不法な投棄・焼却はやめましょう。
�本当に必要な物を買い、最後まで大切に使い、再利用を心がけましょう。
�ごみはきちんと分別して、できる限り資源ごみとして出しましょう。
�買い物袋を持参し、過剰包装やレジ袋を断りましょう。

３ 身近な生き物と「共生する楽しさ」を取り戻しましょう。
�野生生物の生息環境を守りましょう。
�いろいろな生き物とふれあえる環境を育みましょう。
�トンボやメダカ、ホタルのすめる川を増やしましょう。
�農薬や化学肥料の使用を最小限にとどめ、人と生き物に安心な環境をつくりましょう。

４ 私たちの誇りである「清らかな水と豊かな緑」を守りましょう。
�私たちが出す生活排水で川や海を汚さないようにしましょう。
�洗たく、洗い物でも環境に配慮した洗剤を適量使いましょう。
�入浴、洗面、トイレなど、あらゆる生活の中で節水を心がけましょう。
�身近な緑を増やし、森づくり、里山づくりで自然とふれあいましょう。

５ 県民みんなが「環境にやさしい暮らし」を心がけましょう。
�「もったいない」精神を大切にし、自らのエコライフを確立しましょう。
�社会の一員として、環境活動やボランティア活動に参加しましょう。
�エコマークやグリーンマークなどの環境にやさしい製品を使用しましょう。
�地場の食材や旬の野菜を食べるようにしましょう。

温暖化�温暖化�

－「環境首都とくしま」への合言葉と取り組み（トライ21）－

「環境首都とくしま憲章」

憲章の目的

節水




